
情報ボックス

所
サ
ー
テ
ィ
ホ
ー
ル（
大
ホ
ー
ル
）　
内
フ
リ
ー
ジ

ア
コ
ー
ラ
ス
“
レ
ス
ポ
ア
”
の
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催

問
田
中
☎
080
・
1
4
6
5
・
5
8
8
9

年
賀
状
講
習
会

時
11
月
23
日
㈷
午
後
1
時
30
分
～
4
時
　
所
市
民

会
館
　
定
先
着
50
人
　
￥0
　
持
小
筆
（
販
売
も
あ

り
）、
墨
、
す
ず
り
、
半
紙
用
下
敷
き
、
新
聞
紙
、

半
紙（
練
習
用
）　
他
お
け
い
こ
用
は
が
き
を
10
枚

配
布

申
問
大
東
市
書
法
連
盟
・
山
嵜
☎
FAX
874
・
0

　

7
　

6
　

8
自
死
遺
族
パ
ネ
ル
展
「
大
地
君
ま
た
ね
」

時
11
月
25
日
㈭
～
30
日
㈫
午
前
10
時
～
午
後
６
時

所
ア
ク
ロ
ス
　
内
私
の
中
で
今
生
き
て
い
る
あ
な

た
パ
ネ
ル
展
　
他
来
場
者
に
マ
ス
ク
プ
レ
ゼ
ン
ト

問
伊
福
☎
888
・
1
7
7
9

笑
い
ヨ
ガ
わ
っ
は
っ
は
大
東
市

時
11
月
27
日
㈯
午
後
2
時
～
3
時
30
分
　
所
ま
な

び
北
新
　
内
簡
単
な
笑
い
の
体
操
と
ヨ
ガ
呼
吸
法

を
組
み
合
わ
せ
た
笑
い
ヨ
ガ
　
￥
500
円

問
松
栄
☎
080
・
3
0
3
6
・
0
4
7
8

韓
国
語
市
民
講
座（
入
門
）

時
11
月
30
日
～
毎
週
火
曜
午
後
7
時
10
分
～
8
時

（
全
4
回
）　
所
ア
ク
ロ
ス
　
内
文
化
を
通
じ
、
文

字
の
読
み
書
き
と
基
礎
会
話
を
学
習
し
ま
せ
ん

か
？

申
問（
一
社
）国
際
文
化
交
流
協
会
・
前
田
☎
090
・

6
4
8
9
・
2
8
0
3

大
東
退
職
教
職
員
作
品
展

時
12
月
3
日
㈮
～
5
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後
6
時
　

所
サ
ー
テ
ィ
ホ
ー
ル（
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）　
内
絵

画
、
書
、
写
真
、
陶
芸
、
工
芸
、
手
芸
、
園
芸
、

造
形
、
冊
子
な
ど
を
展
示

問
杉
田
☎
080
・
3
8
2
1
・
0
7
2
9

◇
　
　
　
　
◇

2
　

0
　

2
　

1
フ
ォ
ト
デ
ビ
ュ
ー
写
真
展

時
11
月
4
日
㈭
～
9
日
㈫
午
前
10
時
～
午
後
5
時

（
最
終
日
は
午
後
3
時
ま
で
）　
所
ア
ク
ロ
ス
　
内

「
ツ
タ
エ
ル
カ
タ
チ
」
が
テ
ー
マ
。
初
め
て
の
写

真
展
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い

問
お
お
の
☎
871
・
9
4
4
4

触
れ
合
い
イ
ベ
ン
ト

時
11
月
8
日
㈪
・
12
月
13
日
㈪
午
前
10
時
～
正
午

所
サ
ー
テ
ィ
ホ
ー
ル
　
内
ひ
き
こ
も
り
・
不
登
校

の
人
、
気
軽
に
ギ
タ
ー
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

申
問
村
上
☎
090
・
9
4
5
8
・
1
4
0
2

絵
画
サ
ー
ク
ル　
た
ん
ぽ
ぽ
展
示
会

時
11
月
18
日
㈭
～
23
日
㈷
午
前
10
時
～
午
後
5
時

（
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で
）　
所
ア
ク
ロ
ス

問
下
谷
☎
090
・
6
6
6
3
・
3
2
7
8

45
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

時
11
月
21
日
㈰
午
後
1
時
30
分（
１
時
間
前
開
場
）　

レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

時
月
2
回
水
曜
日
午
後
1
時
～
4
時
　
所
ア
ク
ロ

ス
　
内
革
の
小
物
か
ら
バ
ッ
グ
ま
で
手
縫
い
で
作

り
ま
す
。
初
心
者
歓
迎
　
￥
1
回
1
5
0
0
円

（
材
料
費
、
工
具
代
別
途
要
）

申
問
革
の
手
作
り
マ
ー
ノ
・
金
森
☎
090
・
1

　

4
　

4
　

7
・
6
3
1
5

漢
字
Ｄ
Ｅ
脳
ト
レ
倶
楽
部
メ
ン
バ
ー

時
第
2
水
曜
日
午
後
2
時
～
3
時
30
分
　
所
市
立

公
民
館
　
内
漢
字
と
パ
ズ
ル
で
楽
し
く
脳
ト
レ
し

ま
せ
ん
か
？
　
講
漢
字
教
育
士
・
芝
原
功
さ
ん
　

￥
1
か
月
千
円
　
他
入
会
・
見
学（
無
料
）随
時

申
問
古
谷
☎
874
・
8
1
3
0

絵
画
サ
ー
ク
ル
「
さ
ん
ご
樹
」

時
毎
週
木
曜
日
午
前
9
時
～
正
午
　
所
市
立
公
民

館
　
内
油
彩
、
水
彩
、
講
師
の
指
導
あ
り
。
初
心

者
大
歓
迎
　
￥
1
か
月
3
千
円

問
岡
本
☎
874
・
5
1
3
2

開
催
の
有
無
に
つ
い
て
は
各
お
問

い
合
わ
せ
先
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

原稿締め切り日
1月号：11月18日㈭　2月号：12月16日㈭

掲載方法と注意点
　市民の皆さんからの原稿を基に掲載しています。
　申込方法や掲載要件などはホームページをご覧
いただくか、お問い合わせください。
申 問〒574-8555秘書広報課☎870・0403
FAX 872・2291　 kohokocho@city.daito.lg.jp

しみんの掲示板

※�このイラストは右利きの人が表しやすい形で作成していますので、左利きの
人は左右逆に表現いただいても構いません。

問障害福祉課☎870 ・ 9630　 FAX 873 ・ 3838

今
回
の
テ
ー
マ

職
業
②

No.
53

手
話
コ
ー
ナ
ー

②指先を前に向け、手
のひらを向き合わせ両
手を交互に上下する

看護師（①＋②＋③）

③右手の立てた小
指を胸の前に置く
（女性を表す）

②右手の親指を立
て、胸の前に置く
（男性を表す）

医師（①＋②または③）
①左手首を右手の親
指と4指の指先ではさ
む（脈をとる様子）

①左手首を右手の親
指と4指の指先ではさ
む（脈をとる様子）

③指文字「シ」を左胸
にあてる

ま
た
は

金
額
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料

申
の
マ
ー
ク
の
あ
る
も
の
は
事
前
申
込（
予
約
）要

�だいとう　2021（令和3）年11月号 29



お
知
ら
せ

催　
　

し

ス
ポ
ー
ツ

募　
　

集

子
育
て

健　

康

掲
示
板

掲
示
板

　

い
ま
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
生
活
不
安

や
ス
ト
レ
ス
で
配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴

力
（
Ｄ
Ｖ
）
の
増
加
が
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
外
出
自
粛
が
要
請
さ
れ
る
な
ど

生
活
環
境
が
大
き
く
変
わ
っ
た
令
和
2

年
度
に
全
国
の
相
談
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ

ら
れ
た
Ｄ
Ｖ
相
談
件
数
は
約
19
万
件
と
、

前
年
度
と
比
べ
1.6
倍
に
増
加
し
ま
し
た
。

ま
た
平
成
29
年
度
に
市
が
行
っ
た
「
男
女

共
同
参
画
に
関
す
る
意
識
調
査
」
で
は
、

Ｄ
Ｖ
被
害
を
受
け
た
女
性
の
う
ち
、
誰
か

に
相
談
し
た
女
性
は
わ
ず
か
17
・
3
％
に

止
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
実
際
の
相
談

件
数
よ
り
も
多
く
の
Ｄ
Ｖ
被
害
が
発
生

し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

11
月
12
日
～
25
日
は
、「
女
性
に
対
す

る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」期
間
で
す
。

　

こ
の
運
動
の
シ
ン
ボ
ル
は
、
パ
ー
プ
ル

リ
ボ
ン
で
す
。
こ
れ
は
子
ど
も
や
女
性

に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
暴
力
を
な
く
す
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
1
9
9
4
年
に
ア
メ

リ
カ
の
小
さ
な
町
か
ら
広
が
り
ま
し
た
。

リ
ボ
ン
を
身
に
着
け
る
こ
と
は
、
被
害
者

に
対
し
て
連
帯
を
示
し
、「
あ
な
た
は
ひ

と
り
で
は
な
い
よ
！
」
と
励
ま
す
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
す
。
同
時
に
「
暴
力
を
許
さ
な

い
」
と
い
う
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
も
あ
り

ま
す
。

　

周
り
で
被
害
を
受
け
て
い
る
人
が
い

た
ら
、「
話
を
親
身
に
聞
く
、
相
談
窓
口

を
教
え
る
」
と
い
う
寄
り
添
い
の
気
持
ち

を
持
つ
こ
と
は
、
だ
れ
で
も
、
す
ぐ
で
き

る
こ
と
で
す
。
暴
力
の
な
い
社
会
を
つ

く
る
た
め
に
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
。

Vol.259

パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン

～
暴
力
を
許
さ
な
い
心
が

暴
力
を
減
ら
す
～

「
人
権
の
ひ
ろ
ば
」に
対
す
る
ご
意
見
、ご
感
想
は
秘
書
広
報

課
ま
た
は
、人
権
室
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

大
阪
府
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
06・6
9
4
6・7
8
9
0

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
0
5
7
0・070・810

相談窓口

問行政サービス向上室☎870・9631

庁舎検討だより⑫ 庁舎整備基本構想を策定しました
　市では、耐震性が不足する本庁舎の再整備を行
うにあたり、整備の基本方針、庁舎に必要な機能・
規模、候補地・整備パターンなどを記した基本構
想を策定しました。
　候補地・整備パターンについては、現在地（建て
替え）、現在地（耐震改修＋増築）、市民会館、末広
公園の4パターンでモデルプランを作成し、比較
検討を行いました。
その結果、

①最もコストが低く経済的であること
②�将来的に棟ごとに使い方を見直せる柔軟性
を備えていること

③�二酸化炭素排出量、産業廃棄物量の縮減が図
られること

　これらの理由から、現在地における「耐震＋増
築」案で事業を進めていくことを方向付けました。
　今後は本構想をもとに、市民の皆さんにとって
使いやすい庁舎整備を早急に進めます。

※�増築棟の階層やフロア面積・駐車場の配置などについて
は、今後検討していきます

耐震改修

増築

だいとう　2021（令和3）年11月号30


